
※メールにて予約を希望される方は、タイトル（標題）に
「11/30 浪曲予約」と記載いただき、本文に①お名前（フ
ルネーム）②ご予約された方の連絡先③チケット枚数（一
般と20 歳以下の別を明記）④お連れ様のお名前、をご
記入の上送信してください。

す
。個
々
の
負
担
は
増
え
ま
す
が
、

各
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

や
つ
な
が
り
が
増
す
よ
う
に
、
少

し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
事
業
の
参
加

人
数
は
年
々
と
減
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
事
業
が
始
ま
っ
た
当
時
か

ら
現
在
で
は
時
代
の
変
化
に
伴

い
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
職

種
の
多
様
化
で
交
替
制
勤
務
の
増

加
や
休
日
の
変
化
で
土
日
休
日
が

当
た
り
前
の
時
代
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
学
校
週
休
２
日
制
で

子
供
た
ち
の
習
い
事
や
イ
ベ
ン
ト

が
増
え
、
親
も
一
緒
に
行
動
を
と

も
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
更
に
少
子
化
も
あ
り
、
事

業
に
参
加
で
き
る
子
供
が
減
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
公
民
館
事
業
を
継
続

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
未
就
学
児

を
含
め
た
子
供
と
親
、
祖
父
母
の

３
世
代
で
楽
し
め
る
催
し
な
ど
、

幅
広
い
年
代
や
気
軽
に
参
加
で
き

る
事
業
を
検
討
し
て
い
く
必
要
も

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

柳
原
公
民
館
で
は
、
数
多
く
の

事
業
を
開
催
し
、
子
供
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
多
く
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
本
年

度
か
ら
来
年
に
か
け
専
門
部
員
体

制
の
見
直
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
８
人
体
制
だ
っ
た

専
門
部
員
が
今
年
は
６
人
に
な

り
、
来
年
の
４
月
か
ら
は
更
に
減

り
５
人
体
制
と
な
り
ま
す
。
本
年

度
も
来
年
３
月
ま
で
に
８
つ
の
事

業
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ

に
伴
う
会
議
や
準
備
も
あ
り
ま

開演14:00
開場13:302019.11.24

飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

開演15:00
開場14:302019.11.23

飯山市文化交流館なちゅら（小ホール）
（土）

（日）

飯山音楽祭

飯山音楽祭オープニングプログラム

０歳からの子どもステージ！
やま♪つか Asobi～ni

◆混声合唱のためのカンタータ 土の歌　全曲
◆久保田千裕ピアノソロステージ “郷愁の秋”
◆ゲスト合唱団 “クール・ファミーユ”（富山県）ステージ
◆信濃の国

飯山市文化交流館なちゅら
☎67-0311（火曜日を除く9時～22時）

一般1,000 円
高校生以下500円（全席自由）料　金

中学生以上1,000 円　小学生以下無料料　金

お問合せ
販売所

玉川太福
独演会

浪
曲

料　金 一般 2,000 円　20 歳以下1,000 円
（全席自由、当日券は各 500 円増）
・未就学児の入場はご遠慮ください。
・混雑の際はチケットに記載されている
整理番号順に御入場頂きますのでお早
めにお買い求めください。

販売所 飯山市文化交流館なちゅら窓口

主　催 飯山市・飯山市教育委員会

お問合せ
予約

飯山市文化交流館なちゅら
☎ 67-0311（火曜日を除く9 時～22 時）
bunkakouryu@city.iiyama.nagano.jp
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い
と
感
じ
た
。」
と
話
し
て
い
た
だ

き
、「
囲
碁
で
世
界
一
に
な
る
」
と

将
来
の
目
標
も
力
強
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
後
に
は
第

二
部
と
し
て
大
竹
三
段
に
よ
る
多

面
打
（
指
導
碁
）
が
行
わ
れ
、
８

人
と
の
対
局
を
２
回
こ
な
し
ま
し

た
。
対
局
の
相
手
に
は
小
学
生

か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
中
に
は
過

去
に
大
竹
三
段
に
勝
っ
た
こ
と
の

あ
る
方
も
い
ま
し
た
。
参
加
者
に

と
っ
て
、
プ
ロ
に
手
ほ
ど
き
を
し

て
も
ら
え
た
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

り
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
負
け
た
対
局
を
反
省
し
、
次
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
」
と
囲
碁

が
強
く
な
る
秘
訣
や
、「
父
親
は

将
棋
を
や
ら
せ
た
か
っ
た
」
と
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
で
笑
い
を
誘
う
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
キ
ャ
ン
プ
や
ラ
ジ

オ
体
操
な
ど
飯
山
で
の
思
い
出
は

深
く
、
改
め
て
飯
山
は
素
晴
ら
し

生
涯

学
習

No.54

飯山市公民館 ☎ 62-3342
市立飯山図書館 ☎ 62-1118
飯山市美術館 ☎ 62-1501
いいやま女性センター未来 ☎ 62-0543
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飯山の文化財
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かつて「五束の神社」こと健御
名方富命彦神別神社に安置され
ていた木造の狛犬。実際は狛犬
（左）と唐獅子（右）から成る。
室町時代中頃の作と推定される。
明治 11 年（1878）、北陸巡幸
中の明治天皇の天覧に供された。
市指定文化財。

五束の狛犬
（健御名方富命彦神別神社所有）

令和元年（2019）　10月15日発行
発行・編集：市民学習支援課

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

柳
原
公
民
館
専
門
部
員
　
上
條 

秀
之

公
民
館
事
業
に
思
う
こ
と

飯山の思い出を話す大竹三段

多面打（指導碁）にて小学生を指導

柳原で開催されている事業の一つの富倉峠ウォ―キング

　

飯
山
雪
国
大
学
教
養
講
座
「
大

竹
優
三
段
が
語
る
囲
碁
の
魅
力
」

が
９
月
７
日
、
市
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
約
70
人
の
方
々
が
聴
講
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
第
一
部
と
し

て
、
飯
山
市
出
身
の
日
本
棋
院
・

棋
士
で
あ
る
大
竹
優
三
段
と
、
日

本
棋
院
飯
山
支
部
の
役
員
に
よ

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
第
二
部

と
し
て
大
竹
三
段
に
よ
る
多
面
打

（
指
導
碁
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
大
竹

三
段
が
、
平
成
20
年
に
開
催
さ
れ

た
、
春
休
み
囲
碁
体
験
教
室
（
日

本
棋
院
飯
山
支
部
・
飯
山
市
公

民
館
共
催
）
が
き
っ
か
け
で
、
囲

碁
を
始
め
た
こ
と
や
、
大
竹
君
が

当
時
飯
山
支
部
・
支
部
長
で
あ
っ

た
深
堀
忠
夫
さ
ん
の
も
と
で
囲
碁

を
学
ん
だ
話
、
名
古
屋
へ
移
住
し

て
か
ら
棋
士
と
な
る
ま
で
の
道
の

飯
山
雪
国
大
学
教
養
講
座

大
竹 
優 
三
段
が
語
る
囲
碁
の
魅
力

開演14:00 開場13:30
飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）

2019.11.30
浪曲に新時代来たる！
演芸会のワンダーボーイ、 玉川太福！

（土）



令和元年度

　飯山市公民館では、市内に在住または在勤されている成人の方を対象に気軽に取り組める趣味や、学習機会を提供
しています。趣味作りや健康増進、交流の場作りなど目的はさまざまですが、みんなで楽しく学びませんか？

◆日程 11/6（水）・11/13（水）・
 11/20（水）・11/27（水）
◆時間 18:30 ～ 20:30
◆場所 飯山市公民館　203教室
◆定員 10 名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 1 回 500円
◆持ち物 なし

おいしいお菓子で気軽に抹茶を楽しみ
ませんか。初心者歓迎です！１回でも
ＯＫ！

茶道教室

【講師】片塩 宗幸 先生
(表千家教授 )

◆日程 11/10（日）
◆時間 14:00 ～ 16:00
◆場所 外様活性化センター
 雨天時：外様活性化センター体育館
◆定員 15 名 
◆受講料 200 円
◆持ち物 筆記用具

趣味や人命救助、農業など幅広い活用が
期待されるドローン。そんなドローンに
関する正しい知識や技能を学ぶ体験講座
を開催します。

大人のドローン教室

気軽に絵を書きながら、英会話と文化交
流を行います！英語に対する自信と、ク
リエイティブな一面を磨こう！

お絵描き英語タイム
国際交流員リアンの

【講師】リアン・チェン 先生
（国際交流員）

◆日程 11/20（水）・12/4（水）
◆時間 13:30 ～ 15:00
◆場所 飯山市公民館　103教室
◆定員 10 名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 １回 2,000 円
◆持ち物 汚れてもいい服装、
 ゴム手袋

ガラス容器の中で、コケを育てるコケリウ
ム。石とコケを使って器の中に小さな世界
を作ろう！

初めて作るコケリウム

【講師】三嶋 絵利加 先生

タイ人の先生より習ったタイ料理。フレッ
シュハーブとスパイスを使った本場の味！
辛くないので、辛いのが苦手な方もどうぞ！

タイ料理講座

【講師】丸山 美佳 先生

◆日程 11/11（月）・11/18（月）・
 12/2（月）・12/9（月）
◆時間 13:30 ～ 15:00
◆場所 飯山市公民館 202・203教室
◆定員 12 名 
◆受講料 800 円
◆持ち物 ヨガマット、飲み物、
 動きやすい服装

疲れやすい人、下半身が太くなりやすい人は、
身体の使い方が間違っています。正しい身体
の使い方に切り替えると、日常生活だけで勝
手にシェイプアップしよう！

骨盤歪み改善

◆日程 11/19（火）・11/26（火）・
 12/10（火）・12/17（火）
◆時間 10:00 ～ 11:00
◆場所 飯山市公民館　講堂
◆定員 20 名 
◆受講料 800 円
◆持ち物 ヨガマット、飲み物

身体にたまった毒素をヨガのアサナポー
ズ（呼吸法）で排出し、リンパの流れを
スムーズにします。ヨガが初めての方、
体の固い方もお気軽にどうぞ♪

デトックスヨガ

■対象は、飯山市内在住もしくは市内に勤務
する者。

■お申込みいただいた方には、後日詳しいご
案内をお送りします。

■受講料・材料費は、初回に集金いたしま
す。お支払い後の返金はできませんので
ご了承下さい。

■お申込み後のキャンセルは、材料費をご負
担いただく場合がございますので、ご承
知おき下さい。

■記載のない会場については、飯山市公民館
になります。

お申込み・お問合せ
飯山市公民館　☎62-3342
受付期間：10月21日（月）～11月1日（金）

講成人後期 座受講生募集

【講師】丸山 美佳 先生

◆日程 11/28（木）
◆時間 10:00 ～ 11:30
◆場所 女性センター未来　
 創作室
◆定員 15 名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 1 回 1,000 円
◆持ち物 カッターナイフ

カラフルな畳縁で、腕時計のベルトをア
レンジ！自分だけの腕時計を作ろう！

畳の縁で腕時計を
アレンジさせよう！

【講師】服部 春江 先生

【講師】山本 浩二 先生
（Iiyama Garden Project）

【講師】石澤 勝彦 先生
（有限会社 信越電気） 11月2日（土）

第6回「くるみのネックレス作り」

開催日 ： 毎月第一土曜日 午前10 時 ～11 時 30 分
対象 ： 市内小学生 20 名（保護者の付き添いも可）
参加費 ： 各回 200 円～300 円

参加費：無料 / 講師：上野光明さん
申込締切：10月31日（木）

ふるさと館マンスリースクール

次世代をになう子どもたちに、体験を通してふる
さと飯山の良き風習、手工芸、郷土の話等教えて
いただける、又市民学芸員として子どもと触れ合
う時間のお手伝いをお願いしたいと考えています。
自薦・他薦は不問です。詳細はふるさと館まで。

市民学芸員を募集します

お問合せ・申込先　飯山市ふるさと館　☎67-2030

◆場所 飯山市公民館　講堂

◆持ち物 ヨガマット、飲み物

　

今
年
も
飯
山
市
美
術
館
で
城

南
・
城
北
中
２
校
の
生
徒
計
３
名

が
参
加
し
、
日
頃
職
員
が
行
っ
て

い
る
業
務
を
体
験
学
習
し
ま
し

た
。
開
館
前
の
館
内
清
掃
や
ガ
ラ

ス
拭
き
、
展
示
室
と
収
蔵
庫
内
の

整
理
整
頓
や
環
境
整
備
、
企
画

展
の
準
備
や
記
録
撮
影
な
ど
裏

方
の
仕
事
や
、
来
館
者
に
発
券
と

館
内
の
案
内
を
す
る
受
付
業
務
、

広
報
活
動
の
１
つ
と
し
て
ｉ
ネ
ッ

ト
飯
山
の
収
録
に
も
参
加
し
ま
し

た
。

　
「
美
術
館
の
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」
と
疑
問
に
思
っ
て
臨
ん

だ
職
場
体
験
を
通
し
て
、
美
術

館
の
役
割
、
作
品
を
維
持
保
管

し
て
い
く
た
め
の
努
力
や
作
業
、

ま
た
来
館
者
の
た
め
の
環
境

整
備
や
気
遣
い
な
ど
が
実
感

で
き
、
ま
た
人
と
人
と
の
交

流
か
ら
学
校
と
は
一
味
違
う

職
場
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
て
も
ら
い
、
将

来
を
考
え
る
上
で
こ
れ
ら

の
経
験
を
参
考
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

11
月 

６
日
㈬
〜
13
日
㈬

11
月 

20
日
㈬
〜
22
日
㈮

　

展
示
作
業
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆日程 11/24（日）・12/1（日）
◆時間 13:30 ～ 15:30
◆場所 飯山市公民館　103教室
◆定員 15 名 
◆受講料 400 円
◆材料費 500 円
◆持ち物 絵の題材（写真などなんでもＯＫ）

◆日程 11/13（水）・11/27（水）・
 12/1（日）・12/15（日）
◆時間 11 月は 18:30 ～ 20:30
 12 月は 11:00 ～ 13:00
◆場所 飯山市公民館　料理実習室
◆定員 16 名 
◆受講料 １回 200円
◆材料費 １回 1,300 円
◆持ち物 エプロン・持帰り用容器２つ
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◆会場 ： いいやま女性センター未来　創作室
◆講師 ： 日比谷花壇ブライダルフラワーコーディネーター
◆対象者 ： 市民及び市内に在勤の方
◆定員 ： 午前・午後　各12名
◆参加費費 ： 2,200 円（材料費2,000 円、受講料200円）
◆持ち物 ： エプロン、花バサミ
◆募集期間 ： 11月1日（金）～11月22日（金）まで
◆申込先 ： 女性センター未来　☎ 62-0543

今年のクリスマスには、チョッと変わったハンギングリースを
作って見ませんか。

ハンギングリース作り 女性センター未来
くらしのセミナー 12/13 金 午前コース：10時00分～12時00分

午後コース：13時30分～15時30分

城
南
・
城
北
中
学
校
の
生
徒
が

美
術
館
の
仕
事
を
体
験

ま
た
来
館
者
の
た
め
の
環
境

整
備
や
気
遣
い
な
ど
が
実
感

で
き
、
ま
た
人
と
人
と
の
交

流
か
ら
学
校
と
は
一
味
違
う

職
場
や
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
感
じ
て
も
ら
い
、
将

来
を
考
え
る
上
で
こ
れ
ら



飯

山

◇
飯
山
地
区
敬
老
会

　

９
月
15
日
、
飯
山
市
文
化
交

流
館
な
ち
ゅ
ら
に
お
い
て
、
地
区

内
の
70
歳
・
75
歳
以
上
の
お
年
寄

り
１
７
６
名
を
迎
え
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
、
飯

山
小
学
校
６
年
生
の
丸
山
笑
花
さ

ん
・
佐
藤
心
椰
さ
ん
の
作
文
朗
読

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
飯
山

小
学
校
合
唱
隊
の
皆
さ
ん
に
よ
る

発
表
、
長
野
県
交
通
安
全
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
交
通
安
全

の
寸
劇
、
懇
親
会
で
は
民
生
児
童

委
員
さ
ん
・
区
長
さ
ん
に
よ
る
合

唱
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
飯
山
地
区
戦
没
者
開
拓
殉
難

者
追
悼
平
和
式
典

　

区
長
会
・
社
会
福
祉
協
議
会
・

民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
主
催
、

仏
教
各
宗
和
合
会
・
遺
族
会
の
協

賛
に
よ
り
第
63
回
を
数
え
る
平

和
式
典
が
、
９
月
27
日
に
上
町
善

覚
寺
に
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

遺
族
の
方
々
は
年
々
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
過
去
の
戦
争
を

風
化
さ
せ
ず
後
世
に
語
り
継
ぎ
、

恒
久
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に
す

る
こ
の
式
典
が
、
毎
年
継
続
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。

秋

津

◇
秋
津
地
区
敬
老
会

　
９
月
21
日
に
秋
津
公
民
館
・
社

協
・
区
長
会
・
日
赤
奉
仕
団
共
催

で
75
歳
以
上
の
敬
老
者
を
お
招
き

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
白
寿
が
３
名
、
米

寿
が
25
名
と
例
年
に
な
く
多
く
の

方
が
賀
寿
を
迎
え
ら
れ
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
は
秋
津
小
学
校
３
年

生
児
童
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演

奏
と
合
唱
、
南
京
玉
す
だ
れ
の
演

技
、
地
区
内
の
方
の
ハ
ー
モ
ニ
カ

や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
披
露
、
日

赤
奉
仕
団
の
余
興
等
、
盛
り
沢
山

の
内
容
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご

し
い
た
だ
き
、
来
年
の
敬
老
会
も

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◇
秋
津
地
区
文
化
祭

・
期
日　
10
月
27
日
㈰
午
前
９
時
〜

・
会
場　

秋
津
活
性
化
セ
ン
タ
ー

「
趣
味
の
作
品
展
」
や
「
ふ
れ
あ

い
音
楽
祭
」
の
ほ
か
、
う
ど
ん
・

綿
あ
め
・
く
じ
引
き
等
の
出
店
も

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、「
趣
味
の
作
品
展
」
の

出
展
受
付
は
直
前
ま
で
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
秋
津
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
問
合
先　

秋
津
公
民
館

☎
62
２
３
３
０

木

島

◇
木
島
地
区
敬
老
会

　

９
月
16
日
、
木
島
公
民
館
に

お
い
て
地
区
内
の
77
歳
以
上
の
敬

老
者
76
名
を
迎
え
て
に
ぎ
や
か

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
、
木
島
小
学
校
３
年

生
の
鬼
島
伝
説
を
題
材
に
し
た
創

作
劇
の
発
表
を
は
じ
め
、
カ
ピ
リ

ナ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

木
島
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
の
皆

さ
ん
の
出
演
で
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
祝
宴
中
に
は
、
地

区
社
協
と
区
長
会
に
よ
る
合
唱
に

敬
老
者
も
一
緒
に
歌
い
、
楽
し
い

一
日
に
な
り
ま
し
た
。

◇
第
56
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
27
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
木
島
公
民
館
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。
土
曜
日
に
は
野

坂
田
・
坂
井
・
下
木
島
３
集
落
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
獅
子
舞
の
披

露
、
す
い
と
ん
、
両
日
に
わ
た
り

美
術
作
品
展
、
綿
あ
め
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◇
第
52
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　

10
月
27
日
㈰
午
前
９
時
40
分
に

山
岸
公
会
堂
を
ス
タ
ー
ト
、
地
区

内
を
一
周
し
て
ゴ
ー
ル
の
木
島
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
ま
す
。

各
チ
ー
ム
の
熱
い
戦
い
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
交
通
安
全
へ
の
ご
協
力

と
沿
道
で
の
ご
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。瑞

穂

◇
瑞
穂
地
区
慰
霊
祭

　
９
月
18
日
、
今
年
も
雨
模
様
の

た
め
関
沢
公
民
館
２
階
広
間
を
お

借
り
し
て
、
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
先
の
大
戦
で
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
皆
様
に
思
い
を
は

せ
改
め
て
不
戦
を
誓
い
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭及び

駅
伝
大
会

・
期
日　

10
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜

・
会
場　

瑞
穂
公
民
館

盛
り
沢
山
の
内
容
で
皆
様
の
お
越

し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

柳

原

◇
柳
原
地
区
敬
老
会
祝
賀
会

　

９
月
15
日
に
は
大
川
会
場
で
、

16
日
に
は
柳
原
会
場
で
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
70
歳

以
上
の
対
象
者
は
両
会
場
合
わ
せ

て
２
６
８
人
、
そ
の
う
ち
、
約
70
人

の
方
に
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
三
味
線
の
演
奏
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
開
催
さ

れ
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　

文
化
祭
で
は
児
童
生
徒
の
作
品

展
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
成
し

た
作
品
展
示
、
健
康
相
談
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。
今
年
の
企
画
展
と

し
て
は
小
佐
原
遺
跡
出
土
品
の
展

示
を
行
い
、
26
日
に
は
国
際
交
流

員
リ
ア
ン
さ
ん
と
の
交
流
、
27
日

に
は
柳
原
地
区
駅
伝
大
会
と
盛
り

だ
く
さ
ん
の
企
画
で
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
期
日　

10
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

・
問
合
先　

柳
原
公
民
館　

☎
62
５
５
６
２

富

倉

◇ 

富
倉
地
区
敬
老
会　

　

９
月
25
日
、
富
倉
地
区
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
地
区
敬
老
会
を
開

催
、
75
歳
以
上
の
対
象
者
38
名
の

内
26
名
の
方
が
ご
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
飯
綱
町

か
ら
久
遠
峯
志
さ
ん
を
招
き
サ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ン
に
よ
る
歌
謡
曲
や
童

謡
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
初
は
、「
お
ら
、
お
ん
な
じ

格
好
で
じ
っ
と
し
て
ら
ん
ね
さ
け
、

行
か
ん
ね
や
っ
」
な
ん
て
言
っ
て

た
方
も
、
何
と
か
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、「
ま
〜
ん
で
、
良

か
っ
た
！
」
と
笑
顔
で
帰
っ
て
い

か
れ
ま
し
た
。

外

様

◇
外
様
地
区
敬
老
祝
賀
会

　

９
月
22
日
、
外
様
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
と
外
様
公
民
館
の

共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の

対
象
者
（
昭
和
20
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
）
は
１
９
６
名
。

そ
の
う
ち
45
人
の
方
々
に
ご
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
元
気
な
フ
レ
ッ
シ
ュ

ば
あ
ず
の
登
場
や
み
ん
な
で
歌
い

ま
し
ょ
う
の
合
唱
に
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。

　

健
康
に
留
意
さ
れ
、
来
年
も
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
外
様
地
区
文
化
祭

　

前
夜
祭
で
は
各
種
演
芸
等
が

登
場
し
、
文
化
祭
で
は
お
楽
し

み
抽
選
会
な
ど
も
企
画
し
て
い
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

・
前
夜
祭　

10
月
26
日
㈯

・
文
化
祭　

10
月
27
日
㈰

◇
バ
ス
ハ
イ
ク

　

今
年
も
お
菓
子
工
場
の
見
学
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
期
日　

11
月
11
日
㈪

常

盤
　

◇
常
盤
地
区
敬
老
会

　
９
月
16
日
常
盤
公
民
館
に
お
い

て
、
地
区
内
の
75
歳
以
上
の
お
年

寄
り
66
名
を
迎
え
、
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
御
祝
い
の
言
葉
を
は

じ
め
、
常
盤
小
学
校
６
年
生
に
よ

る
学
校
生
活
の
報
告
発
表
と
合

唱
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
い
つ
ま
で
も
お
元

気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

◇
寄
せ
植
え
講
習
会
開
催

　

10
月
２
日
常
盤
公
民
館
に
て

寄
せ
植
え
講
習
会
が
開
催
さ
れ

11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
楽
し
め
る
秋
の
花
が
数
多

く
用
意
さ
れ
、
参
加
者
が
好
み

の
花
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
華
や
か
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作

品
が
完
成
し
ま
し
た
。
文
化
祭

に
出
展
し
ま
す
。
見
に
来
て
ね
。

◇
常
盤
地
区
文
化
祭
開
催

　

常
盤
地
区
文
化
祭
が
10
月
27

日
㈰
午
前
９
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま

す
。
常
盤
地
区
児
童
・
生
徒
の
作

品
展
や
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
成

し
た 

腕
自
慢
展
、
バ
ザ
ー
や
健
康

相
談
、
常
盤
水
害
の
ビ
デ
オ
上
映

等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は

包
丁
研
ぎ
、
遊
び
の
広
場
、
甲
子

園
出
場
の
記
念
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

ま
す
。

　

午
後
に
は
常
盤
地
区
Ｎ
Ｐ
Ｏ
駅
伝

や
剣
道
大
会
も
開
催
し
ま
す
の
で

み
な
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
問
合
先　

常
盤
公
民
館

☎
62
３
２
０
０

太

田

◇
太
田
地
区
敬
老
会

　

９
月
29
日
に
敬
老
会
・
合
同

金
婚
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
敬
老

会
に
は
80
余
名
の
皆
さ
ん
に
出
席

い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
当
地
区
の
金
婚
式
該
当

者
は
６
組
お
ら
れ
ま
し
た
。
長
年

連
れ
添
わ
れ
た
ご
夫
婦
に
は
、
お

互
い
の
い
た
わ
り
の
空
気
を
感
じ

ま
し
た
。

◇
太
田
地
区
文
化
祭

　
太
田
地
区
文
化
祭
は
10
月
27
日

㈰
に
実
施
し
ま
す
。
あ
な
た
の
自

慢
の
作
品
を
出
展
し
て
く
だ
さ
い
。 

岡

山

◇
リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
・
骨

盤
歪
み
改
善
講
座(

第
二
回
目)

参
加
者
募
集

　

今
年
度
の
二
回
目
の
講
座
と
な

り
、
11
月
５
日
㈫
に
リ
ン
パ
さ
ら

さ
ら
ケ
ア
ー
（
岡
山
地
区
活
性
化

セ
ン
タ
ー
）、
11
月
11 
日
㈪
に
骨

盤
歪
み
改
善
講
座
（
羽
広
山
多

目
的
集
会
所
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

リ
ン
パ
さ
ら
さ
ら
ケ
ア
ー
講
師

に
は
和
田
令
子
さ
ん
、
骨
盤
歪
み

改
善
講
座
講
師
に
は
三
嶋
絵
利

加
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
体
験
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
持
ち
物
に
、
バ
ス

タ
オ
ル
又
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・
タ
オ

ル
。
募
集
人
員
は
、
各
講
座
先
着

の
15
名
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
戸

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
是
非
一
度
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
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趣　
味
・
実　
用

「
ゆ
っ
く
り
力
」
で
い
い
人
生
を
お
く
る

斎

藤

茂

太

虐
待
死

川
崎
二
三
彦

介
護
職
が
い
な
く
な
る

結

城

康

博

い
つ
の
間
に
!?
コ
コ
ま
で
変
わ
っ
た
学
校
の
教
科
書

コ
ン
デ
ッ
ク
ス
情
報
研
究
所

地
元
を
再
発
見
す
る
！
手
書
き
地
図
の
つ
く
り
方

手
書
き
地
図
推
進
委
員
会

日
本
全
国
池
さ
ん
ぽ

市

原

千

尋

子
ど
も
と
一
緒
に
覚
え
た
い
貝
殻
の
名
前

東
海
大
学
海
洋
部

脳
卒
中
の
再
発
を
防
ぐ
本

平

野

照

之

聞
こ
え
て
い
る
の
に
聞
き
取
れ
な
い
Ａ
Ｐ
Ｄ
聴
覚
情
報
処
理
障
害
が
ラ
ク
に
な
る
本

平

野

浩

二

痛
み
が
消
え
る
「
き
く
ち
体
操
」

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

日
本
の
乗
用
車
図
鑑

自
動
車
史
料
保
存
委
員
会

カ
ス
ハ
ラ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
＋
」
取
材
班

川
瀬
巴
水
作
品
集

川

瀬

巴

水

い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
い
紙
バ
ン
ド
で
作
る
か
ご
編
み
の
教
科
書

古

木

明

美

 

よ　
み　
も　
の

命
あ
れ
ば

瀬
戸
内
寂
聴

ア
ス
リ
ー
ツ

あ
さ
の
あ
つ
こ

湘
南
婦
人

石
原
慎
太
郎

流
葉
断
の
太
刀

上

田

秀

人

縁

小
野
寺
史
宜

楽
園
の
真
下

荻

原　

浩

定
価
の
な
い
本

門

井

慶

喜

盲
剣
楼
奇
譚

島

田

荘

司

ム
ゲ
ン
の
i

知
念
実
希
人

死
に
ゆ
く
者
の
祈
り

中
山 

七
里

罪
と
祈
り

貫

井

徳

郎

落
日

湊

か

な

え

イ
モ
ム
シ
偏
愛
記

吉
野
万
理
子

 

大　
活　
字

「
そ
の
後
」
が
凄
か
っ
た
！
関
ケ
原
敗
将
復
活
へ
の
道

二

木

謙

一

心
を
動
か
す
話
し
方

堀　

紘

一

大
き
な
字
の
和
の
感
情
こ
と
ば
選
び
辞
典

学
研
プ
ラ
ス

 

郷　
　
　
土

飯
綱
町
の
歴
史
と
文
化　
第
６
号

飯
綱
町
教
育
委
員
会

い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館

明
治
維
新
前
後 

長
野
県
下
高
井
郡 

旧
市
川
村
で
活
躍
し
た
人
々

齊

藤

正

人

ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
中
国
に
墓
を
送
っ
た

飯

島

春

光

お
は
な
し
12
ヶ
月

あ
さ
だ
り
ん

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

秋
・
お
気
に
入
り
の
１
冊
を･･･

第
73
回
読
書
週
間

 

　空を見て、天気が予想できたら
楽しいですね。本書は実際の天気
の写真 89例を掲載し、雲のでき
方、風の流れ、光の様子などから、
今後予想される天気の変化を解説
しています。空のいろいろな顔を
見ることができ、読んでも見ても
楽しめる1冊。この本を読んだ後
は、空を見上げたくなります。

「
今
の
空
か
ら
天
気
を
予
想
で
き
る
本
」

武
田 

康
男
／
著
　

◇ 図書館カレンダー ◇
11/1 金 移動図書館車②今井 ･西大滝

2 土
３ 日 10:30 ～おはなしひろば
4 月
5 火 休館日（祝日振替）
6 水 移動図書館車③温井 ･秋津
7 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
8 金 移動図書館車④太田 ･富倉
9 土

10 日 10:30 ～ブックスタート
11 月 休館日
12 火
13 水 移動図書館車①北原 ･常盤
14 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
15 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
16 土
17 日 10:30 ～おはなしひろば
18 月 休館日
19 火
20 水 移動図書館車③温井 ･秋津
21 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
22 金 移動図書館車④太田 ･富倉
23 土
24 日 10:30 ～おはなしひろば
25 月 休館日
26 火
27 水 移動図書館車①北原 ･常盤
28 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
29 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
30 土
■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本
らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

緑　書　房

開館時間と休館日
【開館時間】火 ～ 金  9:30 ～ 18:00

土・日・祝    9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 月曜（祝日の場合は 翌平日）
　　　　　　年末年始 ･蔵書整理期間等

　

10
月
27
日
か
ら
11
月
9
日
ま

で
、（
公
財
）
読
書
推
進
運
動
協

議
会
主
催
に
よ
る
「
第
73
回
読
書

週
間
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
読
書
週
間
が
開

催
さ
れ
て
か
ら
70
年
以
上
が
経

ち
、
読
書
週
間
は
国
民
的
行
事
と

し
て
定
着
し
、
日
本
は
世
界
有
数

の
「
本
を
読
む
国
民
」
の
国
と
な

り
ま
し
た
。本
年
の
読
書
週
間
も
、

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
本

に
親
し
み
、
読
書
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
の
時
間
と
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
夜
も
長
く
な
り
、
読

書
を
す
る
に
も
ち
ょ
う
ど
良
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
図
書

館
に
は
、
約
12
万
６
千
の
所
蔵
資

料
が
あ
り
ま
す
。「
小
さ
い
文
字

を
読
む
の
が
億
劫
で
…
」
と
い
う

方
に
は
、「
大
活
字
本
」
と
言
わ

れ
る
一
般
の
本
よ
り
も
文
字
が
大

き
く
、
行
間
が
広
い
本
も
様
々
な

テ
ー
マ
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
を
巡
回
す
る
移
動
図
書

館
の
ご
利
用
も
あ
わ
せ
、
こ
の
秋

お
気
に
入
り
の
１
冊
を
、
ぜ
ひ
手

に
取
っ
て
見
つ
け
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

本のリサイクル市
ラストセール

期日　11 月３日㈰
時間　9 : 3 0 ～ 16 : 3 0
場所   移動図書館車 車庫

読
書
週
間

関
連
イ
ベ
ン
ト

　

読
書
週
間
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
11
月
3
日
に
「
本
の
リ

サ
イ
ク
ル
市
ラ
ス
ト
セ
ー
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

先
日
開
催
し
た
図
書
館
ま
つ

り
の
中
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
市
の

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
が
、「
図

書
館
ま
つ
り
は
行
く
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
」「
ま
だ
ま
だ
読
み
た
い

本
を
探
し
た
い
」
と
い
う
方
な
ど

な
ど
、
大
勢
の
方
の
ご
来
館
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
の
本
も
1
冊
10
円
で
の
販
売

と
い
う
こ
と
で
大
変
好
評
で
、
昨

年
は
１
千
冊
を
超
え
る
本
が
新
し

い
所
有
者
へ
渡
り
ま
し
た
。

　

読
書
週
間
に
、
ぜ
ひ
１
冊
の
本

を
。
か
つ
て
読
ん
で
み
た
か
っ
た

あ
の
本
に
出
会
え
る
場
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

▶
大
活
字
本
コ
ー
ナ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
あ
り
ま
す

　

10
月
は
、
先
日
開
催
し
た
図

書
館
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
ち
な

ん
だ
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て

い
ま
す
。

①
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

　

図
書
館
ま
つ
り
で
お
な
じ
み
の

イ
ベ
ン
ト「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
」は
、

自
分
が
面
白
い
と
思
う
本
の
魅
力

を
５
分
間
で
発
表
し
合
い
、
聴
衆

の
投
票
に
よ
り
チ
ャ
ン
プ
本
を
決

め
る
書
評
合
戦
で
す
。

　

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
れ

ま
で
図
書
館
ま
つ
り
で
開
催
し
た

7
回
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
チ
ャ

ン
プ
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。「
自
分
も
バ
ト
ラ
ー
に
な
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
方
に
は
、
ビ

ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
書
か
れ
た
本
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◀
携
帯
電
話
版

◀
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版

図
書
館
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
図
書
館
か
ら

の
お
知
ら
せ
、
ご
利
用
状
況
、
貸
出
・

予
約
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
確
認
と
、
蔵

書
検
索
と
資
料
の
予
約
、
新
刊
・
新
着

資
料
検
索
、
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
な
ど
が

で
き
ま
す
。

市立飯山図書館QRコード

今
月
の
テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
紹
介

②
昭
和
を
振
り
返
る

　

図
書
館
ま
つ
り
で
は
、「
よ
み

う
り
回
想
サ
ロ
ン
」
映
像
の
上
映

会
を
開
催
し
、
昭
和
の
時
代
を
振

り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
活

に
使
わ
れ
た
道
具
や
当
時
の
音

楽
、
昔
の
飯
山
や
北
信
濃
の
様
子

が
わ
か
る
写
真
集
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
昭
和
を
感
じ
ら
れ
る

資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
よ
み
う
り
回
想
サ
ロ

ン
」
の
映
像
資
料
は
、
図
書
館
内

の
視
聴
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
あ
わ

せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
旬
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト

を
取
り
入
れ
、
随
時
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

来
館
の
際
は
「
今
回
は
何
だ
ろ

う
？
」
と
、
立
ち
止
ま
っ
て
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

貸出回数が多かった本（2019.9.1 ～ 9.30）
順位 資　料　名 著 編 者
1 超図解野菜の生育診断＆回復ワザ 『やさい畑』菜園クラブ
１ シニアのための防災手帖 三平　洵
２ 「ゆっくり力」でいい人生を送る 斎藤 茂太
２ ケーキの切れない非行少年たち 宮口 幸治
２ きのう、きょう、あした。 つばた 英子
２ 一切なりゆき /樹木希林 120 の遺言 樹木 希林
２ 犯罪小説集 吉田 修一
※貸出回数 1位 5回、2位 3回。2位は上記のほか 27タイトルあり。


